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学内での留学生と日本人学生の交流を目指した短期留学プログラムの開発
* 高　橋　亜紀子・ ** 加　山　裕　子
Developing a Short-term Exchange Program for International Exchange 
Between Japanese and Short-term International Students on Campus
TAKAHASHI  Akiko  and  KAYAMA  Yuhko
１．はじめに
近年、日本国内のグローバル化が進み、学校現場も
その例外ではない。平成32年度には、小学校では英語
が教科化される。また、文部科学省の平成28年度の調
査によると、日本語指導が必要な児童生徒が初めて₄
万人を超えた。学校では、国際結婚の家庭や外国籍の
家庭などの子どもも増えており、多様な国籍や文化を
背景とする児童生徒が学んでいる。今後さらにグロー
バル化が進んでいくことは間違いないであろう。
宮城教育大学では、教員自身がグローバルな視野や
具体的なスキルを持つ必要があるとの認識に立った教
員養成を行うことを目標とし、実践力強化に向け、₁
～ ₂週間程度の海外研修のコースを設け、海外経験
を持つ学部卒業生を₂割（約80名）程度にするという
計画を立てている。
教育キャリア研究機構・国際理解分野（旧国際理解
教育研究センター）では、大学の目標を達成するため、
海外研修を担当するほか、学校現場での国際理解教育、
多文化共生教育、国際交流、外国籍児童生徒支援など、
学生の興味・関心及び理解が促進するように多文化理
解に関連する講義を出講している。また、学内のグロー
バル化を進めるため、留学生と日本人学生が交流する
機会も積極的に提供してきた。
しかし、海外への短期研修の参加者は平成26年度に
は79名であったが、テロ等の影響により、平成29年度
は39名となっている。このほかにも、長期・短期の留
学プログラムを設けているが、留学を選択する学生は
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ごくわずかである。
また、本学の留学生数は平成23年度には100名近く
であったが、平成30年度には20名程度にまで落ち込ん
でいる。その理由として、平成19年度以降、いわゆる
ゼロ免課程の廃止により、学部留学生の入学者が減少
したことが挙げられる。また、平成23年₃月に発生し
た東日本大震災の影響により、国際交流協定を締結し
ている大学からの交換留学生も減っている。
本学では卒業生に占める教員就職率75％を目標と
しており、学部留学生数の増加は今後も見込めない。
そこで、震災以降に、国際交流協定校を₄校増やし、
交換留学生を一定数確保している。しかし、今後も留
学生を増やすことは難しい。
以上、本学では、海外研修に参加する日本人学生
を増やすことが課題である。しかし、海外への送り出
しには送り出し国の治安や家庭の経済状況などの要因
も影響するため、簡単には解決できない問題である。
そこで、留学生を増やすことによって、学内のグロー
バル化をより進め、日本人学生に留学生と学内で交流
する場を提供することを検討することにした。海外か
らの留学生を短期間であっても一定数受け入れること
で、本学の留学生数を一時的ではあるが増やすことが
できる。また、短期間であれば国際交流協定校として
の交流がない国や地域からの留学生を受け入れること
もできる。特に、本学ではほとんど受け入れがない英
語圏からの留学生を受け入れることができれば、日本
人学生に留学生と英語で交流する機会も創出できる。
₂．短期留学プログラムの設立までの経緯
海外では、日本語学習者が平成27年（2015年）の段
階で360万人以上おり、その数は年々増加している（国
際交流基金、2015）。最近の傾向では、海外の学生の
海外留学のニーズ全体が長期間から短期間のものへと
シフトしてきている（島崎、2018）。こうした状況も
踏まえ、平成25年から、海外の大学で日本語教育を担
当している複数の教員に呼びかけ、短期プログラムに
参加してもらえるように交渉を続けてきた。その結果、
カナダのマニトバ大学からサマーコースとしての開講
を検討してもらえることになった。
翌年（平成26年）から、カナダのマニトバ大学は、
サマーコースとして本学の短期プログラムの学生募集
を始めた。しかし、参加者が十分集まらないため、実
施することができない期間が数年続いた。しかし、プ
ログラム実現を目指し、マニトバ大学と本学の担当教
員、内容や期間などついての検討を続けた。当初の計
画ではコースは₂週間（₃単位）であったが、₃週間（₆
単位）のほうが参加者が集まりやすいだろうと考え、
期間を延長することにした。その結果、2017年（平成
29年）の募集で、学生₇名が集まり、実施することに
決まった。ここでいう単位とは、本学が認定するもの
ではなく、マニトバ大学がサマーコースの単位として
認定するものである。
₃．プログラム
₃.₁．期間
プログラムの実施期間は2017年₅月13日～ ₆月₃
日の₃週間である。
₃.₂．参加者　
参加者はカナダのマニトバ大学で日本語を学んで
いる₇名である。詳細は表₁に示す。
表₁　参加者の詳細
参加者 学年 性別 国籍 日本語学習期間
₁ ₂ 女 中国 ₂年
₂ ₂ 女 中国 ₂年
₃ ₂ 女 中国 ₂年
₄ ₁ 男 カナダ ₁年
₅ ₁ 女 中国 ₁年
₆ ₁ 女 カナダ ₁年
₇ ₁ 男 イギリス ₁年
₃.₃．目的
本学で短期プログラムを実施する目的は、本学の学
生に留学生と交流する機会をできるだけ多く提供する
ことである。また、マニトバ大学側の目的は、参加者
が日本語と日本文化に関する授業を通して、日本語に
よるコミュニケーション能力を高め、日本人学生を含
む多くの日本人と交流しながら、日本への理解を深め
ることである。
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₃.₄．内容
プログラムの内容は、マニトバ大学が希望する日本
語₃単位と日本文化₃単位を組み込んだものとした。
参加者は、日本語学習歴が₁年のものが₄名、₂年の
ものが₃名である。マニトバ大学では、₁年生が『初
級にほんごげんきⅠ』の第₁ ～ ₉課まで、₂年生が『初
級にほんごげんきⅡ』の第10 ～ 19課まで学習してい
る。₁年生と₂年生では日本語の能力が異なるが、予
算の都合上、クラスを₂つに分けることができないた
め、₇名全員が同じクラスで授業を受けることになっ
た。
今回は₃週間という短い期間であり、日本語能力を
大きく高めることは難しい。そこで、これまでに学ん
できた日本語を使う機会を提供する、特に、日本でし
かできない体験してもらい、その体験の場で日本語が
使えるようになることを目指す体験中心のデザインに
した。また、日本語でコミュニケーションがとれたと
いう自信をもって、日本語学習を帰国後にも継続して
もらえるようにという点にも配慮した。
具体的な内容は、（1）日本語、（2）体験活動、（3）
大学の授業への参加、（4）ボランティア学生との交流
の₄つを組みこんだプログラムとした。
なお、授業の授業時間数は、マニトバ大学における
単位認定時間数に合わせ、本学の規定によって決めた。
プログラムの詳細は、次ページの表₂に示す。
₁週目は大学や仙台での生活に慣れてもらうよう
に、キャンパスツアー、仙台市内の見学（青葉城址や
博物館）、仙台あおば祭りへの参加などの活動を取り
入れた。　
₂週目は大学の図書館と共同で「カナダを知ろう」
というイベントを企画し、日本人の学生にカナダやカ
ナダの大学について知ってもらう活動を取り入れた。
また、仙台市内の小学校を訪問し、子どもたちとの交
流を予定に入れた。週末には、東日本大震災の被災地
（気仙沼）を訪問し、住民からそば打ちを学び、語り
部から被災地の現状を聞き、日本の家庭で一泊のホー
ムステイを行う活動を取り入れた。ホームステイは、
本学に在籍する交換留学生とともに参加する形式と
し、₁家庭に₂ ～ ₄名の留学生がホームステイした。
マニトバ大学の学生が日本語でのコミュニケーション
に困っている場合には、本学の留学生が手伝うことと
した。本プログラムでは小学生や地域の住民など、あ
らゆる世代の日本人とコミュニケーションをとること
も日本語学習において重要だと考えて計画した。
₃週目は図書館で「カナダを知ろう」の₂回目のイ
ベントを企画した。マニトバ大学では、サマーコース
の「日本文化」の課題として、日本の文化や習慣で面
白い・不思議だと思ったことをトピックにし、日本人
に日本語でアンケートを取り、その結果をレポートに
まとめることを課している。そこで、この課題をイベ
ントで発表してもらうことにした。また、日本での様々
な体験スピーチをボランティア学生に聞いてもらう機
会も設けた。最後には修了式（学長表敬訪問）や送別
会などの計画も立てた。
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₃.₅．日本語授業と体験活動
日本語の授業は、プログラムに組み込んだ各週の
体験活動の場において学習者が日本語でコミュニケー
ションできるようになることを目標に内容を決めた。
授業内容は表₃の通りである。
表₃　日本語の授業内容
週 回 学習内容 体験活動
₁
₁ プレイスメントテスト（文字・文法・会話）とニーズ調査
自己紹介
キャンパスツアー
学生食堂体験
仙台市博物館見学
青葉城址見学
仙台青葉まつり参加
₂
プレイスメントテストのフィードバック
カタカナ学習（キャンパスツアー・学食のメニュー）
₃
仙台・宮城についての学習
（伊達政宗、青葉城址、仙台青葉まつり、食べ物など）
₄
日常よく使われる挨拶
短い会話練習（日本は初めて？ / 初めてです。₂回目です）
日常よく見る漢字（看板・サインなど）
₂
₅
図書館イベント「カナダを知ろう」の発表準備
カナダまたはマニトバ大学の紹介で用いる写真を説明するスクリプトの作
成と発表練習 図書館イベント₁
「カナダを知ろう」
カナダ・大学の紹介
小学校の訪問
被災地（気仙沼）訪問
そばうち体験
語り部
ホームステイ
₆
小学校訪問の準備
交換留学生による発表モデルを聞く
子どもたちに紹介する内容の準備・発表練習
₇
東日本大震災・気仙沼についての学習（震災関連の動画視聴など）
ホームステイで使う日本語（訪問や食事のマナー、あいさつなど）
図書館イベント「カナダを知ろう」の事前発表練習
₈
小学校訪問の練習（子どもたちへの質問の仕方と答え方）
ホームステイのマナー（お風呂、トイレ、手伝い）
失礼にならない日本語の話し方
漢字探し（ホストファミリーの名前）
₃
₉
気仙沼訪問の感想
ホストファミリーへのお礼の手紙 図書館イベント₂
「カナダを知ろう」
課題の発表
日本での体験発表会
学長表敬訪問
修了式
送別会
10
小学校訪問の感想、小学生へのお礼の手紙
日本での体験についての発表準備
11 日本での体験についての発表練習
12
日本での体験を学長に聞かれた場合の答え方
日本での体験発表会
プレイスメントテストの結果、日本語学習歴の差は
あまり見られず、参加者からは日本語で話したい、話
せるようになりたいというニーズが高いことが明らか
になった。そのため、授業では、様々な体験の場で日
本語を使って話せるようになることに重点を置き、参
加者に「できた」という達成感を感じてもらえるよう
に指導することとした。
しかし、表₁のように中国国籍の参加者が₄名おり、
クラスに漢字圏と非漢字圏の学習者が混在しているこ
とから、日本語クラスの運営上、やや困難な点もあった。
₃.₆．大学授業への参加
大学授業への参加については、本学の教員に短期留
学生の来日予定と講義提供の呼びかけをメールで行い、
12の講義の担当者から協力を得ることができた。プロ
グラムでは、日本語の授業を午前中に組み込んでいる
ため、午後の時間に大学授業への参加を割り当てるこ
とにした。参加した授業は、英会話や異文化理解講読、
第二言語習得論、情報教育（プログラミング）、家庭科（調
理実習）、幼児教育研究演習、人間と思想、留学生向け
の日本語、大学院生の日本語教育などである。
₃.₇．ボランティア学生の募集と交流
ボランティア学生は、大学のポータルサイトを利用
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して、全学生に呼びかけを行い、グーグルフォームを
利用して登録を受け付けた。その結果、希望者23名が
集まった。ボランティア希望者に対して、オリエンテー
ションを実施し、プログラムの目的や日程、ボランティ
アにお願いしたいことなどを十分に説明し、活動ごと
に責任者を置く体制を取った。
ボランティア学生には、来仙時の出迎えのほか、仙
台市内や仙台あおば祭りの案内などを依頼した。プロ
グラムの中にも学生交流の時間を設け、大学の授業へ
の参加では留学生と一緒に授業に参加してもらうこと
にした。そのほかにも、プログラムの空き時間や放課
後、週末などに自由に交流できる時間も設けた。
₄．プログラムの評価
₄.₁．参加者のアンケート
プログラムの終了時に，本プログラムに関するアン
ケートを実施した。回答は₇名全員から得た。
まず、プログラム全体の評価を聞いた。（1）このプロ
グラム全体、（2）このプログラムが日本理解に役立った
かを「₅：とてもよい」から「₁：とてもわるい」まで
の₅段階評価で聞いた。この結果を図₁と図₂に示す。
図₁（1）の結果
図₂（2）の結果
図₁と図₂から参加者の評価は「₅」が最も多く、
プログラムの満足度が非常に高いと言える。
図₃（3）の回答
図₄（4）の回答
次に、日本語のクラスの（3）授業内容と（4）練習量
について₅段階評価で聞いた。この結果を図₃と図₄
に示す。
図₅（5）の結果
図₃と図₄ともに、「₅」と評価したものが₅名お
り、授業内容と練習量も満足していると考えられる。
そして、プレゼンテーションが日本語学習の役に
立ったかどうか、（5）₁回目（カナダとマニトバ大学
の紹介）、（6）₂回目（日本の文化）について聞いた結
果を図₅と図₆に示す。
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図₆（6）の結果
図₇　プレゼンテーションの様子
図₅と図₆より、₁回目よりも₂回目のほうが「₅」
が増えており、役に立ったと考えているようである。
しかし、参加者の一部からは「プレゼンテーションが
多すぎる」という意見もあった。日本語の授業担当者
からは、来日前に発表の準備をしてきてもらい、それ
について₁週目の授業で発表する練習や質疑応答を行
う時間があれば、学生の自信につながるだけでなく、
教員側も学習者₁人₁人の日本語力を把握することが
できたのではないかという指摘があった。プレゼン
テーションの準備や回数については、次回の課題とし
たい。プレゼンテーションの様子を図₇に示す。
図₈（7）の結果
図₉　わらべうたを体験する様子
プレゼンテーションには、ボランティア学生も含
め、多くの日本人学生の参加があった。日本文化の発
表トピックは、日本のオタク、日本の高校のシステム、
日本のゴミの分別、ウォシュレット、日本のゲームセ
ンター、日本人はどうしてマスクをつけるのか、日本
人はどうして猫が好きか、であった。いずれも参加者
が日本に来てから興味を持ったトピックで、日本人学
生に対するアンケートやインタビューを日本語で行
い、その結果をまとめたものである。日本人学生にとっ
ては、外国人の目から見た日本についての話を聞くこ
とは新鮮で興味深く、日本や自分たちの生活を再発見
するきっかけになったようである。
（7）大学の授業への参加についての満足度の結果を
図₈に示す。
図₈より、こちらも「₅」が多く、満足度が高かった。
参加者からは、「またぜひ参加したい」というコメント
があった。授業に参加している様子を図₉と図10に示す。
図10　調理実習に参加する様子
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図11（8）の結果
図12（9）の結果
図13　グループ活動の様子
図14　子どもたちから踊りを習う様子
図₉は、幼児教育研究演習の講義で、日本人学生
と留学生が「わらべうた」を体験している様子である。
日本人学生が留学生に歌や遊びを丁寧に説明し、お互
いに楽しく学んでいる様子が見られた。
図10は、家庭科の調理実習の講義に参加した様子で
ある。日本人学生と留学生が数名ずつの小グループで、
「桜餅」と「わらび餅」の作り方、日本茶の入れ方を学
んだ。料理を作りながら、日本人学生と留学生が相互
に大学生活などについて話す様子が見られた。
大学以外の場所で実施した（8）小学校訪問と（9）
ホームステイの結果を図11と図12に示す。
図11と図12より、小学校訪問、ホームステイについ
ても「₅」が多く、満足度が高いと言える。
小学校訪問は本学の交換留学生とともに参加した。
留学生と日本人児童が相互に学び合えるように、留学
生は自国の紹介、児童は日本の遊びや踊りの紹介を
行った。活動の様子を図13と図14に示す。
両者が緊張しないで話せるように、₇ ～ ₈名の児
童と留学生₁名がグループで活動した（図13）。最後
は全体で、留学生が児童に日本の沖縄の「エイサー」
の踊り方を教えてもらい、一緒に踊った（図14）。日
本の踊りは初めてであったが、参加者はとても楽しそ
うに踊っていた。コメントには、「小学校訪問はあっ
という間で、もっと子どもたちと過ごしたかった」と
いうものもあった。
ホームステイも、本学の交換留学生とともに参加し
た。各家庭では、東日本大震災時の状況などを詳しく
説明してもらったようだが、日本語による説明は難し
く、本学の留学生が通訳することで、何とか理解でき
たようである。ホームステイの様子を図15に示す。
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図15　ホームステイの様子
図16　（10）の結果
最後に、（10）ボランティア学生に対する評価を図
16に示す。
図16より、「₅」の評価が最も多く、非常に満足度
が高かった。「日本人学生はとても親切で、辛抱強かっ
た」というコメントがあった。このコメントから、コ
ミュニケーションなどで問題があっても、日本人学生
が留学生を何とかサポートしようとしていた様子がう
かがえる。
以上、ここにあげた10の質問の結果から、本プログ
ラムに対する参加者の満足度が全般的に高いことが明
らかになった。ただし、「₃週間は短すぎる」「もっと
自由時間が欲しい」などの意見もあったことから、プ
ログラムの期間や内容については検討する必要があ
る。
₄.₂．ボランティア学生のアンケート
ボランティア学生はプログラム開始時点で23名で
あったが、授業やサークル、アルバイトなどで思うよ
うに参加できないという学生が増え、実際にボラン
ティアが継続できた学生は₈ ～ 10名程度となった。
また、ボランティア責任者の学生が担当時間に来られ
なくなるという問題も見られた。
アンケートはプログラム終了直後ではなかったた
め、回答数は₆名と思うように集まらなかった。ここ
では実際に活動に参加した₄名の回答を示す。
まず、実際にどのような活動をしたかについて聞い
た。宿舎から大学までの行き方案内、市内観光、一緒
に遊ぶ、日常会話の中で日本語や日本文化を教える、
日本文化の紹介、研究やインタビューの手伝い、おしゃ
べり、などが挙げられた。　
次に、ボランティアをしてよかったことについて聞
いた。「みんなの楽しそうな顔が見られた」、「楽しそ
うにしてくれたのが何よりうれしかった」、「なかなか
他国の大学生と話せる機会がないので仲良くなれてう
れしかった」、「大切な友達ができた」という回答が得
られた。また、「英語や異文化の勉強になった」、「日
本語学習者に対して日本語を教える際の難しさや日本
語のどんな所が難しいかを知ることができた」という
回答もあった。ボランティア学生は、参加者と交流す
る中で、親しくなっていたことや参加者に楽しんでも
らえるように配慮しながら活動していた様子が窺がえ
る。
最後に、ボランティアで難しかったことを聞いた。
その結果、「決められた時間や人数で、全員の要望を
叶えることが難しいことがあった」というボランティ
ア運営上の問題点が挙げられた。また、「日本語を話
しづらそうにしている留学生達に積極的にコミュニ
ケーションを取りに行くことが出来なかった」、「英語
を使うタイミング、彼らは日本語を勉強しに来ている
ので、わからない時すぐに英語で話してしまったのは
よかったのかわからない」、「日本語で伝わらないとき、
うまく英語で話せなかった」などのコメントがあった。
ボランティア学生は日本語でサポートしようとしてい
たが、英語を使ってしまったことを反省しており、日
本語あるいは英語のどちらで交流するべきか悩んでい
たことが分かる。また、コミュニケーション上の問題
があったこともうかがえる。その他に、「学務の人や
先生方がどの程度関わるのか予め教えてほしかった。」
という意見があった。オリエンテーションで活動の趣
旨や意図を伝えたつもりではあったが、ボランティア
としてどのように関わっていいのか戸惑いを感じてい
る学生がいたことも明らかになり、プログラム中にも
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学生ボランティアに対して、教員の側の細やかなサ
ポートがあれば、より活動しやすくなると考えられる
最後に、全員からボランティアに参加してよかった
という回答が得られた。そして、「₃週間通して大変
貴重な経験ができたと思います。」「今後もこういった
機会があれば積極的に参加したいと思います。」「途中
ボランティアの参加率が悪く苦労した部分もありまし
たが、留学生達にとって良い経験になったようでとて
も嬉しいです。」などのコメントがあり、ボランティ
ア活動に参加した学生の満足度は高く、₃週間という
短い期間であっても、留学生と実際に交流することで
得られる満足度が高いことが明らかになった。また、
「日本にいる留学生とも交流したい」というコメント
からは、学内の留学生との交流が広がるきっかけにな
ることが期待できる。
₅．おわりに
短期留学プログラムの開発の目的は、本学の学生に
このプログラムに参加する留学生と交流する機会をで
きるだけ多く提供することであった。また、マニトバ
大学側では、日本語と日本文化に関する授業を通して、
日本語によるコミュニケーション能力を高め、日本人
学生と交流し、異文化理解を深めることが目的であっ
た。
本学の学生には、ボランティアとして留学生と交流
する機会が得られ、英語や日本語でコミュニケーショ
ンを取りながらともに活動することを通して、短い期
間であっても、親しい友人を得るという貴重な経験と
なった。また、学内の講義に出席していた日本人学生
にとっても、参加者と交流する機会がわずかでも得ら
れたのではないだろうか。
また、参加した₇名の留学生にとっては、カナダで
はなかなかできない、日本語や日本文化を教室以外の
場でも学び、日本語でコミュニケーションをとること
ができた。多くの日本人学生と学内で交流する機会を
得て、日本語の運用能力に自信を持ち、日本文化・習
慣・日本人への理解も深まったのではないか。
本プログラムは、₂年に₁度の頻度で実施してい
く予定である。今後はより多くの日本人学生にボラン
ティアとして積極的に関わってもらい、同世代の若者
が交流できる有意義な体験の機会を提供していきた
い。そのためにも、今回参加したボランティア学生の
意見も取り入れながら、参加方法について検討する必
要がある。また、ボランティアに頼るだけではなく、
日本人学生に留学生とともに学ぶ機会を提供するため
に、ワークショップや合宿などをプログラムに取り入
れることも有効ではないかと考える。
今回は、プログラムの実施決定の連絡が₃月で、₅
月に実施という短い期間で準備をしなければならず、
プログラムの内容について十分な検討ができなかっ
た。短期プログラムに参加する留学生にとってもより
満足度の高いプログラムとなるように、プログラム開
始前にニーズを聞く機会を設けるなど、より中身の濃
い、満足度の高いプログラムにしていきたい。
宮城教育大学紀要　第53巻　2018
- 390 -
